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1. 概説 [1] 
現代の自動車社会において自動車保有台数が増加す

る中，それに比例して交通渋滞や駐車問題が深刻化して

いる．こと都心部で発生する渋滞問題は，その都市の来訪

者を著しく減少させる恐れがある．つまり交通渋滞によって，

都心部へ移動するものに時間的な損失を与えることとなり，

その結果，移動するものにとっての都市に対する魅力が下

がることになる．よって交通問題の解決することは必要不可

欠といえる． 
駐車需要の高い都心部においては混雑する時間帯が

一定に絞られるので，駐車場を利用する者を時間的に分散

する施策が求められる．都心部の駐車需要の時間的な偏り

を回避し，時間的な平滑化を計ることで駐車問題を緩和す

るものとして，PR システム (Parking Reservation System)
について考える．この情報通信技術を用いた施策によって，

都市内駐車場の利用状況にどの様な影響がでるのか，に

ついて検討する事を本研究の目的とする．この研究目的の

ため，PR システム導入下におけるドライバーの行動をシミ

ュレーションモデルとして構築し，そのシミュレーション結果

によって考察する． 
駐車場予約システムを提供するとこで駐車需要にどのよ

うな影響が出るのかを，システムダイナミクス用シミュレーシ

ョンソフトウェアである STELLA を用いて，モデルを作成し，

駐車場利用者の駐車場予約に関する情報を確認したもの

の割合を，0%，50%，100%に分けてシミュレーションを行

う． 

2. PR システム利用意向 
以下の図 1 は，倉内文孝氏によって行われた茨木市駐

車場パネル調査における PR システムの利用意向に関する

いくつかの質問のうち，予約駐車場利用の際の追加料金の

設定についてのアンケートを集計したものである．この結果

では，通常の駐車料金に追加料金として 25%上乗せした料

金設定では約 55%の人が利用すると答え 50%の上乗せ金

額では 39%，75%の上乗せ金額では 35%の人が予約駐車

場を利用すると答えた．以下のシミュレーションでは，これ

らの設定金額のうちで最も利用すると答えた，25%の上乗

せ料金の結果を反映させて，駐車料金を通常 30 分あたり

100 円であるものを，予約駐車場を利用する場合 30 分あた

り 125 円として設定することとする． 
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    図 1:予約料金設定による利用意向度合 

3. フローダイアグラム [2][3] 
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図 2: フローダイアグラム 

4. シミュレーション [1][2] 
以下に示すグラフは，STELLA を用いてモデルを作成し

た．倉内氏の研究データに近い結果を得られるように再現

し，予約情報利用率を変化が，いかに時間別駐車台数に

影響を与えるかを示したシミュレーション結果である． 
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 図 3: 時間別駐車台数 
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図 4: 一日の累計駐車台数 

5. 考察 
図 3 を見ると，ピーク時の 11 時 30 分から 12 時 30 分の間

においては時間別駐車台数が落ち込む．特に予約情報確

認割合が 100%においては駐車台数の落ち込みが著しく，

これは駐車場予約情報を確認する時に，駐車場の利用状

況の混雑具合が駐車場の混雑具合として認識できるためで

ある．また二度目のピーク時となる 13 時 00 分から 14 時 30
分は駐車場予約情報の確認によって，駐車場の混雑具合

が解消されてきていることができるので，落ち込んだ状態

から二度目のピークを迎えることとなった．こと予約確認割

合が 100%において二度目の上昇の波が大きく，駐車場の

混雑具合を把握できた駐車場利用者が多いことを示してい

る．また予約確認割合が 0%において，駐車場予約情報を

確認した駐車場利用者がいない状態なので，駐車場予約

状況からわかるべき駐車場混雑具合が利用者に伝わらな

い．そこには PR システムの利用による好影響はないため，

一度目と二度目のピークに大きな差はないという結果を示

した．以上から，PR システムを導入することで，時間ごとの

駐車台数を増加させることが可能であることがわかった．次

に図 4 を見ると，一日の累計駐車台数が，予約情報確認割

合が 100%では約1300 台，50%では約1250 台，0%では約

1200 台という結果が得られた．この結果から PR システムを

利用するものが多いほど，一日の累計駐車台数が増えるこ

とを示している．この結果は PR システムによる好影響が最

大限に発揮されても，一日あたり約100台しか増加していな

いようにも考えられるが，駐車場としての機能が効率よく利

用されていることは，図3 の時間別駐車台数からわかる．駐

車場に効率よく車両が入庫することは，駐車場を探索する

ために徘徊している車両等を減少させることができ，同時

に交通容量を増加させることになり，都市内を移動する車

両の動きも円滑になると考えられる．また，駐車場経営者に

とっても，PR システムを導入することで，一日あたりの累計

駐車時間が増加するので，利益増加に繋がることもわかっ

た． 
またＰＲシステムを考える上で，利用時間に関するペナル

ティを設定することが今後必要となる．まずＰＲシステムを利

用するには，入庫時間と出庫時間を決定した上で予約駐車

場を利用する．しかし，必ずしも駐車場利用者が予定時刻

に入庫したり出庫したりするとは限らない．そこで予定時間

外の利用に関してペナルティを課す必要があると考える．

入庫予定時間に遅刻してくる車両に関しては，予定入庫時

刻からの駐車利用料金を支払う程度でペナルティを課す必

要はない．しかし予定出庫時刻を過ぎての駐車場利用はそ

れ以降に駐車予定の車両に空きスペースを提供できない

要因となるので，ペナルティを課す必要がある．ペナルティ

の方法とは，時間を超過した時間分に通常料金よりもペナ

ルティ分を追加した料金を徴収する方法が考えられる．ま

たそのような予定出庫時刻を過ぎての駐車車両を見越して，

余裕分の空きスペースを作っておく必要もある． 
予約駐車場は，利用時刻を前もって設定することが必要条

件なので，予約駐車場は会員制にするなどして，ペナルテ

ィから逃れるために利用を拒否するという車両を防ぐ必要

がある． 
予約駐車場の設定には，細やかな気遣いが必要であり今

後も慎重に考えなければならない。 
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